
 

 

 

 

 

 

 

 

  ＭＴＥＸ逆極点図のＥｘｐｏｒｔ 
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概要 

 ＭＴＥＸでは、逆極点図をＰｌｏｔ出来るが、逆極点図はＥｘｐｏｒｔ出来ない。 

 ＭＡＴＬＡＢのコマンドウインド上の操作で極点図データのＥｘｐｏｒｔを試みる。 

 データはｇｏｓｓ｛０１１｝＜１００＞データとし、ODFPoleFigure2ソフトウエアで 

 ＭＴＥＸ入力データを作成し、import_wizardで読み込み、ODF解析を行って逆極点図を 

 Exportしてみます。 

 

ＭＡＴＬＡＢにデータを読み込む 

  

  

  

 

 

 



ＯＤＦ計算 

 

ＯＤＦデータのＥｘｐｏｒｔ 

 

Triclinic->Orthohombicで読み込み 

 

 

 

 

 

 



逆極点図表示 

 

 

逆極点図のＥｘｐｏｒｔ 

 ODFのメソッドに逆極点図の Exportはサポートされていない。 

 コマンドウインド操作でデータを Exportする。 

 参考するコードは ODF.plotIPDF() 

 % get fundamental sector for the inverse pole figure 

 sR = fundamentalSector(odf.CS) 

 % plotting grid 

 h=plotS2Grid(sR) 

 % compute inverse pole figures 

 p = ensureNonNeg(odf.calcPDF(h,zvector)) 

 ｐを確認  

    

 55x91データから 5005のデータである 

 

 

 

 

 



 

  

     

 等角度で表示した場合と異なった配列になっている。 

 ５５ｘ９１データの場合 

       [0,55] [-101] 

   

 

 

 

        [45,55] [111] 

 

 

 

 

 

         [90,55] [101] 

  

 と考えられる。[001][111]に較べ、[001][101]はデータが粗くなっていると考えられます。 

 

 

 

 

 



ｐデータのファイル化 

 一次元データはＥｘｐｏｒｔ出来ないのでファイルを作成する 

 

  

 >> fprintf(fid,'%5d¥n',p) 

 

 

  

 

  

 このデータを５５ｘ９１データとして等角度で表示すると 

        [45,55] 

 

         最大強度位置[90,55] 

 角度変換が必要になります。 

 



角度変換後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



｛００１｝＜１００＞，｛１１０｝＜１－１２＞，｛１１１｝＜－１－１２＞方位を２５％のＯＤＦ図から 

逆極点図計算と比較 

 

 

 

［００１］逆極点図の[111]方向の方位差が気になる。 

又、[101]から[111]の曲線が異なる。ＭＴＥＸの[001]を Exportして表示 

 

[111]は[45,54.7]であるが、表示は[45,45]の可能性がある。 

h.xyzの５５が sin45),cos(45)で計算されている 


